
第８次保健医療計画の策定に係る意見について（地域医療構想・外来医療）

頁 章 節 項 項目名 委員名 意見の内容

14 第4章 第3節 第7項 【構想区域別地域医療構想】
(7)取手・竜ケ崎地域医療構想区域

富滿弘之
委員

• この地区は高度急性期が少ない地域で、地域内に3次救急
や高度急性期医療が可能な病院も必要であり、今後も誘致
等の協議を続けていく。

16 第4章 第3節 第7項
【構想区域別地域医療構想】
(7)取手・竜ケ崎地域医療構想区域

富滿弘之
委員

• ここは茨城県の中でも最も看護師不足が深刻な地区である。
高校から専門学校、大学まで当地域の医療情報を提供し、
この地区への就職を促す。

14 第4章 第3節 第7項
【構想区域別地域医療構想】
(7)取手・竜ケ崎地域医療構想区域

遠藤優枝
委員

• 心筋梗塞の急性期医療に関しては、発症後の専門的医療を
行う機関と、リハビリテーション病院との連携を図るとあ
るが、入院及び外来心臓リハビリテーションが受けられる
医療機関の拡充が必要と思われる。
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15

第4章 第3節 第7項
【構想区域別地域医療構想】
(7)取手・竜ケ崎地域医療構想区域

鈴木武樹
委員

・「急性期病床から回復期病床へのさらなる転換を図る」に
ついて
医師の働き方改革の導入により大学からの派遣医師の引き

上げが予想されること、つくば・常総地区メディカルコント
ロール協議会管内における輪番病院の辞退が確認されている
ことより早急な急性期病床からの転換は二次救急体制に悪影
響を及ぼす可能性がある。
（意見のみ）

９ 第5章 第3節 -
【外来医療に係る医療提供体制の確保】

医療機器の効率的な活用
鈴木武樹
委員

・「将来に向け効率的な医療提供体制を構築するためには、
医療機器の効率的な活用が必要であり、医療機器の効率的な
活用に向けて、医療機器の共同利用が重要となります。」に
ついて
紹介受診重点医療機関・地域医療支援病院は、医療機器の

共同利用数の増加に積極的に努力すべきと考える。
（意見のみ）

【各論】
資料1-3
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第８次保健医療計画の策定に係る意見について（地域医療構想・外来医療）

頁 章 節 項 項目名 委員名 意見の内容

15 第４章 第３節 第7項 【構想区域別地域医療構想】
(7)取手・竜ケ崎地域医療構想区域

萩原勇
委員

• 第７期いばらき高齢者プラン(平成30(２０１８)年度～令
和２(２０２０)年度計画）は、正しくは第７次茨城県保
健医療計画（平成 30（2018）年度～令和 5（2023）年
度）

14 第４章 第３節
第7項

【構想区域別地域医療構想】
(7)取手・竜ケ崎地域医療構想区域

萩原勇
委員

・【医療機能の分化・連携の促進】六つめの〇中
ケアマネージャーは、正しくはケアマネジャー

15 第４章 第３節
第7項

【構想区域別地域医療構想】
(7)取手・竜ケ崎地域医療構想区域

萩原勇
委員

・【在宅医療等の充実】一つめの〇中
ケアマネージャーは、正しくはケアマネジャー

【各論】

２


